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§3では, Bigworld上のコンタクト･プロセスについて述べる. Bigworld graph
























































































































































m(i,I) -E(bT(0))とおく.時間[0,h]の間にy ∈ Sへ粒子を1個生成するとい
う事象をA(y),時間【0,h]の間は変化が起こらないという事象Bとおき, hより
高次の項を無視すると,
m(i+h,I) - ∑∑kP(bLh(0) - k,A(y)) +∑kP(b?.h(0) - k,B)
y∈S k                   k
- ∑∑ kP(bT.h(0) - kIA(y))P(A(y)) + ∑ kP(bLh(0) - kIB)P(B)
y∈S k                        k
- ∑∑kP(bT.h(0) - kIA(y))lhp(I,y) + ∑kP(bぎ(0) - k)P(B)
y∈S k                        k
- ∑入hp(X,y)(m(i,I) +m(i,y))+ (1 - (A+ i)h)m(i,I)
yES
となる. hー0とすると,
















































limsupP(b?(0) ≧ 1) > 0
t一一一0〇
が成り立つ.一方,





limsupP(b?(0) ≧ 1) ≦ P(limsupb?(0) ≧ 1)
lー00                     i-一∞



































































轟e'R-1't ≦ pt(0,0) ≦箸e'R-1't
となる.いま,
無言log(ge'R-1't) - R- 1
かつ
tli-Jog(&e'R-1't) - R - 1
より,






























































時空間の座標(I,S)から(y,i)にパスが存在するとは,時刻の列so -S < sl <
S2<...<sn<sn+1-lと空間の点列X｡-I,xl,X2,-.,Xn-yにおいて, xi-1から






















o∞-(∀t≧oに対して, lrltOl ≧ 1)
と定める.このとき, P(n∞)>0ならば










Tl -inf(t>_ 1 : l77tOI -k),
n≧2のとき









P(Tn <∞lTn_1 <∞) ≦ 1-p(k)
が成り立つ.事象列(㌔ < ∞)は単調減少列であり,
P(Tn <∞) -P(Tn <∞ITn_1 < ∞)P(Tn-1 < ∞)
≦ P(Tn_1 < ∞)(1 -p(k))
となる.帰納的に,
p(Tn < ∞) ≦ (1-p(k))n-Ip(Tl < ∞)
≦ (1 -p(k))n-1(1 -p(1))
が成り立つ. n→∞とすると,





E(l77tOl) ≧ E([11tOlKlrltOl ≧ k))P(htol ≧ k) ≧ kP(lrltOl ≧ k)
が成り立つ.また,





liminfE(IrltOl) ≧ kliminfP(IrltOl ≧ k) ≧ kP(0∞)
tー00              tー00
が成り立つ. P(0∞)>0と仮定すると, kは任意だから,




















E(Into.sl) - ∑lP(lq10.sl - I)
i
- ∑lP(IqtO.sl -I,lntol - k)
A,l
- ∑lP(Iqto.sl - lllqtol - k)P(回tol - k)
k,l
- ∑E(lqtO.sHlntol - k)P(Intol - k)
k














o ≦ E(Iヮto,A+んI) - E腸o･Af)










補題2.3.3とコンタクト･プロセスのマルコフ性,劣加法性(lrltAuBl ≦ htAl +JTltBf)
より,




-(t･S) ≧ (1 - diT)去-(i)-(a)
が成り立つ･ K(d)-(1-去)吉とおくと,
m(i+S) ≧ K(d)m(i)m(S)
logK(d)m(i + S) ≧ logK(d)m(i) + logK(d)m(S)
となる. i(i)-logK(d)m(i)とおくことによって,補題1.4.1を適用させることが
でき,次の式が成り立つ.













































p(rltO(I) - 1) ≦ p(]n ≧ 1 ‥ TnO,1 ∈ ds,(0′,TnO,1)う(I,i))
20
が成り立つ. (TnO,1 :n≧ 1)はパラメータ人のポアソン過程で,マルコフ性を持っ
ているから,









x;BP(qtO(I, - 1) ≦人指p((o′,a, A (-.1
が成り立つ.時刻βでサイト0′に存在する1個の粒子から出発したコンタクト･
プロセスをEtO′,Sと表すことにすると,
p((o′,S)三(I,i)) - p(flo/,S(I) - 1)
が成り立つ.

































E(Zl) - [6(ETO)l I 1





p(IEtOl ≧ 1,∀t≧0) >0
となり,








































明は,例えば, schinazi (2001)を参照.定理2.5.1から, d≧7の場合に^1 <入2
が成り立つことが導かれる.さらに,定理2.5.4において,臨界値の大きさの評価












































証明は, Stacey (1996)による方法と, Pemantle (1992) (d ≧ 4), Liggett (1996)




















































lDnnLn_2J - (d-2)(d- 1)nl2
lDnnLn_｡l - (d-2)(d- 1)n-3
















- ∑αn'2-2iLDn n Ln'212if
R一･1
n












が成り立ち, d≧3であるから, n-∞のときan-oとなる. (2.6)を書きかえ
ると,
































Big world graphは, Durrett and Jung (2007)において, Small world graphを
解析するために導入された.隣接するサイト(隣人)をshort-range neighborと
long-range neighborに区別しているという点において,ツリーの場合と大きく異な
る.このセクションにおいては, DurrettandJung (2007)にしたがい, Bigworld
graph上のコンタクト･プロセスについて考察する.




3.1 Big world graphの構成
定義3.1.1 (Big world graph)
Big WOrld graph Bm - (V,E)は,
V-(士(2=1,-,Zn)Im≧ 1,zj ∈Z,zj≠0(j<n))
と以下のようなEによって定義される.
1.点士(zl,-,Zn)は, 0< FIylf∞ ≦mである全てのyについて,土(zl,-,Zn+y)



























入1 -inft入:P(lEPl ≧ 1,∀l>0) >0),
入2 - inf(入‥ P(limsupGO(o) - 1) > 0).
tー00
31
右をweak survival critical valueとよび,入2をstrong survival critical valueと
よぶ.
粒子数の期待値に関して,次の定理が成り立つ･等質なツリーの場合(定理2.3.2)
と類似した結果である･証明は省略する(Durrett and Jung (2007))･
定理3.2.3
Bigworld上のコンタクト･プロセスに対して,以下の不等式が成り立つような
定数Cl > 0,C2 ∈Rが存在する.







Comb graph cm - (V,E)は,
V- (+(0),-(0),+(I),+(I,0)lz∈ Z,Z≠0)
と以下のようなEによって定義される.
1. +(0)は0< llyH∞≦mである全てのyついて+(y)と接しており, +(I)は
0< lly‖∞≦mである全てのyついて+(I+y)と接している･ (ただし, y∈Z
であり, ‖ylI∞ - lylと定義する･)これらをshort-range edgesとよぶ･
2. +(0)と-(o), +(I)と+(I,0)は接している･これらをlong-range edgeSと
よぶ.

























に,各点は, vector(zl,…,Zn) withn≧ 1 integercomponents (Z1 -0,0≦ zj < M














































































⇔ ]ml,m ≧ mlについて,入…rw(Bm) >入
となる.よって, α+β2<1の時, ]m1,m≧mlについて, Bm上の分枝ランダ
ム･ウオークはstrong survivalでない.
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左からT3, S3, S3, T5.
粒子数の期待値の大小関係と右の定義より,






































p2n - ∑ q2kP2n-2k
k=1
が成り立つ.ただし, p｡-1とする.今,
(:〉○                      (X)






00   n
- ∑ ∑ q2kZkp2n-2kZn-k
n-1 k=1
00


















h(I)2 - 22 + (33(dij)(CoCl +CICo)23 + (㌶)2(読)2(coc2 + CICl + C2Co)Z4. -







































































































































p2n ～ {一品,2}n ･ i(ll)n'1{(dL,2,nVTT7-ト諜Hrnn一書]
(読)2n((ll)n. (-i)n･1窒(JiT;- 1)) I (-1)2n
- (謹豆)2n((ll)n+ (-1)n･1窒(空手- 1))+






















































1    ｣,    1
前巧≦Afd≦㌃巧
が成り立つ. d≦ 14の場合について, Al <入2が成り立つか否か研究するこ
とが課題として残されている.
2. Sd上のコンタクト･プロセスにおいて,




が成り立ち, d≧9のときll <入2が成り立つ. d≦8の場合について,
ll <入2が成り立つか否か研究することが課題として残されている.
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